
活動の目的・目標
 同じ地域、同年代の生徒同士で繋
がることを目的としています。そし
て、ボールの修繕を行い、応援する
気持ちを伝えることを目標として計
画しました。

活動を終えてのふりかえり
 今回初めてボールの修繕に挑戦し
ました。修繕したボールを届けた際
には、野球部の練習を見学し、野球
部の迫力を体感することができまし
た。野球部の中国大会出場が決まっ
た時にはとても感動しました。また、
「応援が力になった」と言ってもら
い、とてもやりがいを感じました。
今回の取り組みをきっかけに、地域
での応援の輪を広げていきたいです。

おわりに
 野球部の皆さんの頑張りを目の当たりにして、あきらめることなく挑戦することの大切
さを改めて感じることができました。また、おおなんみらいファクトリーの活動を通して、
たくさんの同年代の人と関わることができ嬉しく思います。このような機会を頂いたこと、
ご協力いただいた皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

チームの紹介
石見養護学校寄宿舎チーム
 私たちは、石見養護学校に通
う、寄宿舎生の有志によるチー
ムです。高等部１年生から３年
生までの５名で結成しました。
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活動内容
 矢上高校野球部にご協力をいただ
き、野球ボールを預かり、そのボー
ルをビニールテープを使っての修繕
をしました。修繕したボールは野球
部の皆さんに渡しました。修繕した
ボールは練習用として使われる予定
です。４００球程度修繕しました。

エントリーのきっかけ
 普段から野球が好きで、寄宿舎の生
活での空き時間にはキャッチボールな
どしています。石見養護学校では、毎
年矢上高校との交流をしていますが、
そこで自分が好きなことで交流ができ
ないか考えていたところ、この事業を
知りエントリーしました。


